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 要  旨 
 電波を利用した計測は、戦争による船拍、飛行機等の探査等に始まり、天気予
報、衛星からの地球環境の測定、構造物の腐食等の発見するため等に利用されて
きた。 
近年では、エジプトのピラミッド周辺の発掘調査等に利用されまた、戦争後の
復興の為に障害となる地雷探査等にも用いられている。 
地中探査としては、1929年にEvekeysが中波帯の放送波が地下に進入する事を実
験し確認したところから始まっている。 
それ以後、他の研究者によって様々な方法が研究され、探査信号としてパルス
を送り、物標からの反射波を得るパルスドップラー方式、周波数が連続的に変わ
るFM信号を用いた物等が挙げられるが、その中に、符号化列信号のM系列を用いた
ものがある。 
本研究では、このM系列信号を用いたレーダに基づく研究である。このレーダの
特徴として、M系列の自己相関関数を利用し、ノイズ等の影響を少なくすること可
能としている。 
その反面、サイドローブが必ず発生し、その大きさは使用したM系列のビット長
に依存するという点が挙げられる。 
カップリングによるサイドローブが大きければ、遠距離にある物標のメインロ
ーブが、その中に隠れてしまい、物標の識別が困難になる。そのため、出来るだ
け長周期の信号を用いることで、サイドローブを低減してきた。 
しかし、その分探査時間が長くなり、実用上計測できる距離以上の探査信号を
送らなければならず、送信信号と実際に検知できる時間を有効に利用できない。 
本研究では、探査信号を有効に利用する為、短い周期のM系列を用い、符号の振
幅値を変化させることにより、サイドローブを低減させる方法を提案した。 
シミュレーション上では、ほぼ0にすることが出来、通常と比べ、20dBほど改善
することが出来た。これを一般的な土壌で示すと、約1.8mほどより深い距離にあ
る物表が探知できることを示す。実際に地中を探査した結果は、残念ながら、通
常より1.8m深い地点の計測は出来なかったが、サイドローブの減少を確認でき、
通常でも検知できるところでは、通常の場合と比べ、よりはっきり物標が計測で
きた。よって研究によるレーダシステムはサイドローブ低減をし、探知距離の向
上を示すといえる 
 
